
総合防災訓練を開催します
a１０月２２日㈰午前 ９時～正午

「自分の身は自分で守る」参加型の訓練
l防災防犯課防災防犯担当
　☎０４２・４７０・７７６９

自宅で参加！シェイクアウト訓練
　訓練開始の午前 ９時にサイレンが市内全域で鳴ります。サイ
レンが鳴りましたら、その場で姿勢を低くし、頭を守るなど、自
宅でもできるシェイクアウト訓練にご参加ください。

　緊急輸送道路の障害物を取り除き、通路を確
保する訓練や、倒壊した建物から負傷者を救出
する訓練など

機関訓練
　災害時に活動する消防、警察、自衛隊など
の車両を展示

　市では首都直下地震に備え、防災力向上のための総合防災訓練を実施します。ぜひ会場にお越しください。

車両展示

　午前 ９時から、整理券を会場中央のはしご
車搭乗体験エリアで配布します
・�対象は身長１００㎝以上、中学生以下の一人
で乗れるお子さんに限ります
・�緊急出場等により中止する場合があります

はしご車搭乗体験（先着３０人）

　初期消火やVR体験、煙体験などの災害体験
災害体験

　避難所の資器材等の展示や、在宅で生活する場合に必要な防災備蓄、電
気、通信、ガス、水道などインフラの展示

避難生活体験

ゲートキーパーゲートキーパー

ほっとするまち講座～あなたも誰かのゲートキーパー～ほっとするまち講座～あなたも誰かのゲートキーパー～
表　講座内容

日時 会場 内容

１日目
11月18日㈯
午後1時
　～４時

市役所７階
701会議室

■こころの健康づくりについて
　d落裕太氏(久留米ヶ丘病院精神科医)
■ゲートキーパー講習【講義編】
　d遠田諭氏(東京公認心理師協会　公認心理師)

２日目
12月2日㈯
午前9時半
　～午後０時半

■知って安心�セーフティネット
　～市の制度を紹介～

３日目
12月9日㈯
午前9時半
　～午後０時半

■ゲートキーパー講習【実践編】
　�～ロールプレイで体験してみよう～
　d遠田諭氏(東京公認心理師協会　公認心理師)
■地域活動の紹介～実践者から話を聞こう～

　全 ３回の講座で周りの人が悩んでいる時にあなた
ができることについて一緒に学びませんか。「これか
ら何か始めたい」という方もぜひご参加ください。
abcd右表のとおりe市内在住の方f▼会場参加
（対面）＝先着２５人　※初めての方で ３日間通して参
加できる方を優先▼オンライン参加（ １日目のみ）＝
先着５０人g無料j会場参加希望の方
で手話通訳などの配慮が必要な場合
は、申し込みフォームに記入をk１０
月１６日㈪午前 ９時～１１月１５日㈬午後
５時に市nの申し込みフォームまた
は電話で健康課保健サービス係へ

ゲートキーパーの役割

変化に気づく

じっくりと耳を傾ける

支援先につなげる

温かくみまもる

「気づいていますか？こころのサイン」
パンフレットを配布しています

　こころとからだのメンテナンス方法や、
悩んでいる方やその周り
の方が相談できる窓口な
どを紹介しているパンフ
レットを配布しています。
詳細は市nをご覧くださ
い。

　ゲートキーパーとは、周りの人のここ
ろのサインに気づき、声をかけてあげら
れる人のことです。特別な資格はいりま
せん。悩んでいる人に寄り添い、話を丁
寧に聞くことは、悩んでいる人の「孤独
・孤立」を防ぎ、
こころの支えに
繋がります。「い
のちの門番」と
も言われていま
す。

メイン訓練会場 滝山公園（滝山２−４）

　医療救護所の立ち上げやトリアージ訓練などの医療救護所設置訓練

わくわく健康プラザ（滝山４−３−１４）第２訓練会場

市n（ほっとする
まち講座）

市n（こころの
健康づくり）

参考：厚生労働省

大切な人の悩みに気づき　支える大切な人の悩みに気づき　支える
l健康課保健サービス係☎０４２・４７７・００２２

今号の主な内容

No. 1337
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10／15 号
・１１月から帯状疱疹予防接種（任意接種）費用を一部助成（償還払い）します… ２ 面

・自転車用ヘルメット購入費を補助します………… ２面

・公園が紡ぐこのまちの未来………………………… ３面

・図書館フェス２０２３…………………………………… ６面

みんないきいき　活力あふれる　湧水のまち
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相談内容 相談日 時間 相談員 場所 問い合わせ先

耐震相談 １１月は実施しません（次回は１２月 ８ 日㈮実施予定） 施設建設課
☎０４２・４７０・７７５６

教育相談
※�電話相談
も可

火曜〜
土曜日

午前１０時〜
午後 ５時
（滝山のみ水
曜日は ６時ま
で）

教育相談員

中央相談室
（成美教育文
化会館内教育
センター）

中央相談室
☎０４２・４７３・３６６７

月曜〜
金曜日

滝山相談室
（西部地域セ
ンター内）

滝山相談室
☎０４２・４７５・８９０９

母子・父子
相談 開庁日 午前 ８時半〜

午後 ５時
母子・父子自
立支援員

市役所 ２階
児童青少年課

児童青少年課
☎０４２・４７０・７７３６

身体障害者
相談 １０日㈮

午前１０時〜
正午

身体障害者相
談員 市役所 １階

相談室

前月末までに障害
福祉課
☎０４２・４７０・７７４７
o０４２・４７５・８１８１知的障害者

相談 ８ 日㈬ 知的障害者相
談員

心身障害者
（児）相談 平日

午前 ９時〜
午後 ５時

さいわい福祉
センター支援
員

さいわい福祉
センター

さいわい福祉
センター
☎０４２・４７７・２７１１

職業相談 開庁日 ハローワーク
三鷹職員

市役所 ２階
ワークコーナー

直接会場で
住宅増改築
相談 ９ 日㈭ 午前１０時〜

正午、
午後 １時〜
４時

市住宅増改築
等斡旋事業登
録団体協議会

市役所 １階
屋内ひろば

消費者相談 平日 消費生活相談
員

市役所 ２階
生活文化課

市消費者センター
☎０４２・４７３・４５０５

行政相談 ８ 日㈬ 午前１０時〜
正午 行政相談委員 市役所 ２階

生活文化課
生活文化課
☎０４２・４７０・７７３８

生活困窮者
自立相談 開庁日 午前 ９時〜

午後 ４時 相談支援員 市役所 １階
福祉総務課

福祉総務課
☎０４２・４７０・７７４１

１１月 の 無 料 相 談１１月 の 無 料 相 談
相談内容（定員） 相談日 時間 相談員 予約開始日時 場所 問い合わせ先

法律相談（各日 ８人）

１ 日㈬

午前１０時から 弁護士
１０月２６日㈭

市役所 ２階
相談室

各予約開始日の午
前 ８時半から電話
で生活文化課
☎０４２・４７０・７７３８

８ 日㈬
１５日㈬

１１月 ９ 日㈭
２２日㈬

不動産・相続・会社
の登記等相談（ ５人）

１ 日㈬
午後 １時から 司法書士

１０月２４日㈫
表示登記・土地の境
界等登記相談（ ４人） 午前１０時から 土地家屋

調査士
相続・遺言・成年後
見等手続き相談
（ ５人）

８ 日㈬
午後 １時から

行政書士 １１月 ２ 日㈭

税務相談（ ５人）
１５日㈬

税理士 １１月 ７ 日㈫
人権・身の上相談
（ ４人）

午後 １時半か
ら

人権擁護委
員 １１月 ９ 日㈭

不動産取引相談
（ ５人） ２ 日㈭

午後 １時から
宅地建物
取引士 １０月２６日㈭

交通事故相談（ ５人）

２２日㈬

弁護士

１１月１６日㈭年金・労災・雇用・
保険・人事管理等相
談（ ４人）

午前１０時から 社会保険
労務士

女性の悩みごと相談
（各日 ４人）

１０日㈮

午前１０時半〜
午後 ４時半

女性カウン
セラー

１０月２５日㈬
各予約開始日の午
前 ９時から電話で
男女平等推進セン
ター
☎０４２・４７２・００６１

１６日㈭
２０日㈪

１１月 ８ 日㈬
２７日㈪

女性弁護士による法
律相談（ ４人） １０日㈮ 午前 ９時半〜

午後 ０時半 女性弁護士 １０月２７日㈮

経営相談 平日 午前１０時半〜
午後 ４時半

市商工会
経営指導員

前日まで予
約可 市商工会館 市商工会

☎０４２・４７１・７５７７
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市長

至誠
　通天

てんつう

せいし

　全額自己負担となっている帯状疱疹ワクチン任意接種について、接種費用の一部助
成（償還払い）を実施します。
対象の医療機関全国の医療機関。市内の予防接種実施医療機関は市nに掲載しています
e接種日時点で東久留米市に住民登録のある５０歳以上の方
　※既に接種済みの方も、 ５年 ４月 １日以降の接種であれば助成の対象となります。
対象ワクチンの種類と助成金額下表の通り
接種から申請の手順
　①直接医療機関に連絡し、接種を受ける（接種費用は全額自己負担）
　②�１１月 １ 日㈬から、申請書類のほか接種記録が確認できる書類などの必要書類を添えて、

健康課予防係（わくわく健康プラザ内）窓口、郵送または市nの申請フォームで申請
　　※�必要書類などは市nでご確認ください。申請書類は市内実施医療機関、市役所

総合案内、上の原・ひばりが丘・滝山の各連絡所、健康課予防係（わくわく健
康プラザ内）に設置。

接種にあたっての注意ワクチンはまれに重篤な副反応を引き起こすことがあります。
予防接種の必要性や副反応を十分に理解し納得した上で接種してください
l健康課予防係☎０４２・４７７・００３０

自転車用ヘルメット購入費を補助します

　道路交通法の改正により ４月 １日から自転車ヘルメット
の着用が努力義務となりました。市では、これに伴いヘル
メット購入費を補助します。
e申請日時点で東久留米市に住民登録のある方
対象となるヘルメット ５ 年１０月 １ 日以降に購入したSGマ
ークなどの安全基準を満たす新品の自転車用ヘルメット
補助金額購入金額の範囲内で上限２,０００円（ １人 １回 １個）
提出書類
　①�補助金交付申請書兼請求書（１０月１６日㈪から管理課窓
口〈市役所 ５階〉または市nからダウンロード可）

　②�ヘルメット購入時の領収書などの写し
　③申請者および使用者の本人確認書類の写し
　④振込先口座情報（通帳またはキャッシュカード）の写し
　⑤�SGマークなどの安全基準に適合していることが分か
るもの

i予算の上限に達した場合、早期に終了する場合があります
j詳細は市nをご覧ください
k１１月 １ 日㈬〜 ６ 年 ３ 月３１日㈰に（消印有効）、〒２０３−
８５５５、市役所管理課管理調整担当宛て郵送、
同課 ４ 番窓口（市役所 ５ 階。閉庁日時を除く）
または市nの申請フォームで
　※窓口受付は ６年 ３月２９日㈮までです。
l管理課管理調整担当☎０４２・４７０・７７６４ 市n

市n

１１月から帯状疱疹予防接種（任意接種）１１月から帯状疱疹予防接種（任意接種）
費用を一部助成（償還払い）します費用を一部助成（償還払い）します

表　ワクチンの種類と助成金額

種類 生ワクチン（ビケン）
乾燥弱毒性生水痘ワクチン

不活化ワクチン（シングリックス）
乾燥組換え帯状疱疹ワクチン

接種回数 １回 ２回
助成金額 ４,０００円 １回あたり１０,０００円

※いずれかのワクチン接種で１度限り助成します。
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１０月３１日㈫納期限１０月３１日㈫納期限
納期内納付にご協力くださいl納税課☎︎042・470・7729

市民税・都民税 第３期

国民健康保険税 第４期

後期高齢者医療保険料 第４期

介護保険料 第４期

表　榛名地域契約宿泊施設

施設名 電話番号 部屋数
（収容人数） 備考

榛名湖温泉
ゆうすげ元

もと
湯
ゆ

０２７・３７４・９２１１

２６室
（９６人） 天然温泉

コテージ ５棟
（４０人）

旅館高
こう
原
げん

０２７・３７４・９１０７ ９室
（５０人） 団体料金あり

セゾン・ド・はるな ０２７・３７４・９６１１ １２室
（５８人） ー

榛
名
地
域
宿
泊
助
成
制
度

　
市
で
は
、
下
表
の
榛
名
湖
周

辺
の
宿
泊
施
設
と
契
約
を
結
び
、

利
用
料
金
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

e
市
内
在
住
で
６
歳
以
上
の
方

助
成
金
額
１
０
０
０
円（
年
度

に
つ
き
１
人
１
泊
ま
で
）

　
※
利
用
料
金
は
、
各
施
設
に

直
接
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

k「
宿
泊
施
設
利
用
券
」が
必
要

で
す
。
利
用
券
の
交
付
は
、
表

の
宿
泊
施
設
に
直
接
予
約
し
た

上
で
、
生
活
文
化
課（
市
役
所

２
階
）へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い

l
同
課
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７

３
８

市

民

生

活

１０

月

１

日

付 

市

人

事

異

動

　
市
で
は
、
１０
月
１
日
付
で

課
長
お
よ
び
係
長
・
係
員
の

異
動
を
行
い
ま
し
た
。
課
長

級
の
異
動
は
次
の
通
り
で
す

（
カ
ッ
コ
内
は
前
職
）。

◎
課
長
級

　
都
市
建
設
部
管
理
課
長
兼

主
査
事
務
取
扱（
都
市
建
設

部
管
理
課
長
）吉
川
雅
継

l
職
員
課
☎
０４２
・
４
７
０
・

７
７
１
６

l市重点支援給付金コールセンター☎０42・47０・7863
（土曜・日曜日、祝日を除く午前 8時半〜午後 ５時１５分）

　電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計への
影響が大きい低所得世帯（住民税非課税世帯等）に対し、 １世帯あたり 3万
円を支給しています（ １世帯 １回限り）。
　申請書の提出期限は１０月3１日㈫（必着）です。期限を過ぎますと給付金を受給できなくな
りますので、対象となる世帯でまだ提出されていない場合は忘れずに提出してください。
支給対象世帯・申請などの詳細は市nをご覧ください。

　市内で採れた新鮮な農産物などの品評会・
即売会、市内商工業者による即売会・模擬店、
合唱・創作ダンス等のステージなど、楽しく
見どころある企画が盛りだくさんです。イベ
ント内容などの詳細は、広報１１月 １ 日号でお
知らせします。
i当日はかなりの混雑が予想されます。会場
は歩行者天国となるため自転車などの乗り入
れはできません。会場へは公共交通機関をご
利用ください
l産業政策課☎０42・47０・7743

申請書の提出期限は１０月３１日㈫（必着）です

「電力・ガス・食料品等価格
　　　　　　高騰重点支援給付金（ ３万円）」

市n

日時 １１月１１日㈯正午（開会式は午前１１時から）～午後 ５ 時
 １２日㈰午前１０時～午後 ４ 時
場所 東久留米駅西口～市役所 １ 階屋内・屋外ひろば他

前回開催時の宝船

市民みんなのまつり

■都市公園について皆さんのご意見を
お聞かせください
　市では、これからも情報提供に努め
ながら、市民の皆さんと一緒に考えて
いきます。アンケートフォームから、
皆さんのご意見をお聞
かせください。
※�頂いたご意見への個
別の対応はできかね
ますので、ご了承く
ださい。

アンケート
フォーム

　
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
、
市
に
は
１
４
８
カ
所
、

延
べ
2０
万
９
２
１
２
平
方
メ
ー
ト
ル
の
都
市
公
園
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
中
央
町
３
丁
目
地
内
に
、
約
１５
㌶
を

敷
地
面
積
と
す
る「
都
立
六
仙
公
園
」が
部
分
開
園
し
、

市
民
の
余
暇
充
実
に
加
え
、
地
下
水
涵か

ん

養よ
う

機
能
の
向
上
、

防
災
機
能
の
強
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
市
の
都
市
公
園
で
は
、
施
設
・
遊

具
の
老
朽
化
な
ど
、
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
公
園
数
の
増
加
や
施
設
の
老
朽
化
な
ど
に
よ
り
、

維
持
管
理
経
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
と
と
も
に
、

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
は
、
都
市
公

園
の
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
よ
り
高
め
て
、
地
域
・
行
政

課
題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
の

厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
民
間
資
金
・
活

力
を
最
大
限
活
用
す
る
方
策
を
検
討
す
る
こ
と
も
必

要
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
利
用
実
態
や
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
公
園
行
政
を
目
指
す
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　「
こ
れ
か
ら
の
５０
年
間
を
見
据
え
た
市
の
都
市
公
園
づ
く

り
」に
つ
い
て
、
全
５
回
に
わ
た
っ
て
お
知
ら
せ
す
る
シ
リ

ー
ズ
で
す
。
前
回
は「
都
市
公
園
を
取
り
巻
く
情
勢
」に
つ
い

て
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、「
市
が
抱
え
る
課
題
」に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

l
環
境
政
策
課
緑
と
公
園
係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
５
３

第
２
回　

市
が
抱
え
る
課
題

都
市
公
園
を
め
ぐ
る
現
状
と
課
題

こ
れ
か
ら
の
都
市
公
園
へ
向
け
て

公
園
公
園
がが
紡
ぐ
紡
ぐ

　

こ
の
ま
ち
の
未
来

　

こ
の
ま
ち
の
未
来

都立六仙公園

老朽化した遊具の一例

小規模な公園は法律で作る
ことが定められているから
いっぱいあるんだよ！

●�１４８カ所中１１２カ所の都市公園が１,０００
㎡に満たない小規模な公園である。
●�市民一人当たりの都市公園の敷地面積
が標準である ５㎡に達していない。

●�開園から一定年数が経過した公園の施
設・遊具の老朽化
●�厳しい財政状況の中で維持管理に要す
る労力・経費の増大
●�民間資金・活力を活用する必要がある
●�「ボール遊びのできる公園」整備に向け
たルールづくり
●�地域・行政課題の解決を見据えたパー
クマネジメント

市の都市公園を取り巻く
７ つの課題

市n

課題に関する詳しい
解説と公園づくりに
関する情報は市nで

こどもたちへの直接
的な支援の一環とし
て、ボール遊びので
きる公園を整備して
いるよ！
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　都と市区町村では、「自転車の　代わりに置こう　思いやり」をスロ−ガンとして、１０月２２日㈰～３１日㈫に
都内全域で「駅前放置自転車クリーンキャンペーン」を実施します。自転車や原動機付自転車の放置は、歩行
者や車両などの通行の妨げとなるほか、災害時などの救援や消防活動の障害となります。放置自転車は一時
より減少しましたが、買い物などで駅周辺を利用される方
を中心にまだ発生しています。一人ひとりが利用のマナー
を守り、放置自転車をなくし、住み良い街づくりに参加し
ましょう。

■キャンペーン期間中は放置自転車・原動機付自転車の撤
去をより強化します
　通勤・通学または東久留米駅周辺において自転車等を利
用される方は、定期利用または一時利用の市立自転車等駐
車場のほか、民間の一時利用駐車場をご利用ください。
■撤去された自転車等の返還
　撤去された自転車等は、自転車等集積所（下里 ２ −１０−
９ 、☎０４２・４７２・９８７６）で返還しています。返還を受ける
際は、自転車等の鍵、本人確認書類、撤去料金（自転車
２,０００円・原動機付自転車４,０００円）、認め印をお持ちくだ
さい。
集積所開設時間日曜・水曜・金曜日の午前 ８時半～午後 ７
時、月曜日の午前 ８ 時半～正午（振替休日含む祝日、年末
年始を除く）

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
へ小

・
中
学
校
特
別
教
室

を
開
放
し
て
い
ま
す

　
市
民
の
サ
ー
ク
ル
活
動
や
文

化
・
芸
術
な
ど
の
生
涯
学
習
活

動
の
場
と
し
て
、
市
内
小
・
中

学
校
の
一
部
の
教
室
を
開
放
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
使
用
に
は

団
体
登
録
が
必
要
で
す
。

開
放
教
室
左
表
の
通
り

登
録
対
象
団
体
５
人
以
上
で
、

半
数
以
上
が
市
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
の
方
で
組
織
す
る
、
営

利
・
特
定
の
政
治
ま
た
は
宗
教

を
目
的
と
し
て
い
な
い
社
会
教

育
関
係
団
体

使
用
料
免
除

団
体
登
録
の
受
付
生
涯
学
習
課

窓
口（
市
役
所
６
階
）で
随
時
受

け
付
け
。
団
体
の
規
約
ま
た
は

会
則
お
よ
び
名
簿
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
な
お
、
団
体
登
録
後

に
直
接
利
用
す
る
学
校
で
の
手

続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す

l
同
課
生
涯

学
習
係
☎
０４２

・
４
７
０
・

７
７
８
４

東
京
都
母
子
及
び
父
子

福
祉
資
金
・
女
性
福
祉

資
金
貸
付
け

　
都
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

方
が
、
経
済
的
に
自
立
し
て
安

定
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
必

要
な
資
金
を
お
貸
し
し
て
い
ま

す
。

e
▼
母
子
及
び
父
子
福
祉
資
金

＝
原
則
と
し
て
都
内
に
６
カ
月

以
上
居
住
す
る
母
子
家
庭
の
母

親
・
父
子
家
庭
の
父
親
な
ど
で
、

２０
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
扶
養

し
て
い
る
方
▼
女
性
福
祉
資
金

＝
原
則
と
し
て
都
内
に
６
カ
月

以
上
居
住
す
る
配
偶
者
が
い
な

い
女
性
で
、
次
の
①
・
②
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
①
親
・

子
・
兄
弟
姉
妹
な
ど
を
扶
養
し

て
い
る
方（
所
得
制
限
無
し
）②

年
間
所
得
が
２
０
３
万
６
０
０

０
円
以
下
で
、
母
子
家
庭
の
母

親
と
し
て
２０
歳
未
満
の
子
を
扶

養
し
た
こ
と
の
あ
る
方
ま
た
は

婚
姻
歴
の
あ
る
４０
歳
以
上
の
方

　
※
い
ず
れ
も
貸
付
け
が
自
立

に
つ
な
が
る
と
判
断
さ
れ
、
償

還
の
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
で

き
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

貸
付
け
の
種
類
・
申
請
方
法
技

こ
ど
も

と
教
育

６
年
度
学
童
保
育
所
入
所 

申
し
込
み
の
受
け
付
け

a
１１
月
２７
日
㈪
～
１２
月
１
日
㈮

・
４
日
㈪
～
６
日
㈬
・
９
日
㈯

が
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
、

１２
月
７
日
㈭
・
８
日
㈮
が
午
前

８
時
半
～
午
後
８
時

e
市
内
の
小
学
校
に
在
籍
ま
た

は
市
内
在
住
で
市
外
の
小
学
校

に
在
籍
す
る
６
年
４
月
に
新
１

年
生
～
新
６
年
生
に
な
る
児
童

k
１１
月
１
日
㈬
か
ら
児
童
青
少

年
課（
市
役
所
２
階
）、
各
学
童

保
育
所
で
配
布
予
定
の
入
所
案

内
、
広
報
１１
月
１
日
号
ま
た
は

市
n
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

l
同
課
児
童
青
少
年
係
☎
０４２
・

４
７
０
・
７
７
３
５

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト 

・
セ
ン
タ
ー
事
業
説
明
会

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
は
、
有
償
の
子
育
て

助
け
合
い
事
業
で
す
。
地
域
の

協
力
者
が
お
子
さ
ん
の
預
か
り

や
送
迎
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

新
年
度
か
ら
の
利
用
を
お
考
え

の
方
は
、
早
め
の
登
録
を
お
勧

め
し
ま
す
。
ま
ず
は
事
業
説
明

会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

a
１１
月
２
日
㈭
午
前
１０
時
か
ら

３０
分
程
度

b
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
２
階
会

議
室
２

f
先
着
１０
人（
事
前
予
約
制
）

h
事
前
送
付
資
料
、
入
会
希
望

者（
保
護
者
）の
顔
写
真
、
本
人

確
認
書
類（
健
康
保
険
証
、
運

転
免
許
証
な
ど
）

j
お
子
さ
ん
の
同
席
可（
保
育

な
し
）

k
l
電
話（
☎
０４２
・
４
７
５
・

３
２
９
４
）ま
た
は
直
接
フ
ァ

能
習
得
・
転
宅
・
修
学
な
ど
の

目
的
ご
と
に
資
金
の
種
類
が
分

か
れ
て
い
ま
す
。
申
請
は
事
前

予
約
の
上
、
児
童
青
少
年
課
窓

口（
市
役
所
２
階
）へ

　
※
審
査
の
結
果
、
貸
付
け
が

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

償
還
方
法
資
金
ご
と
に
設
定
さ

れ
て
い
る
期
限
内
に
償
還
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
連
帯
保
証
人

の
有
無
に
よ
っ
て
利
子（
年
１

㌫
）が
掛
か
る
場
合
が
あ
り
ま

すl
同
課
助
成
支
援
係
☎
０４２
・
４

７
０
・
７
７
３
６

就
学
援
助
費
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か

　
市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
な

ど
に
よ
り
、
公
立
小
・
中
学
校

の
教
育
費
が
大
き
な
負
担
と
な

っ
て
い
る
家
庭
に
対
し
て
、
費

用
の
一
部
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

市
外
か
ら
の
転
入
な
ど
に
よ
り
、

ま
だ
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方

は
、
学
務
課（
市
役
所
６
階
）で

至
急
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

e
お
子
さ
ん
と
生
計
を
一
に
す

る
方
全
員
が
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
て
い
る
家
庭
①
生
活
保

護
の
停
止
ま
た
は
廃
止（
認
定

基
準
を
上
回
る
収
入
が
あ
る
場

合
や
転
出
の
場
合
を
除
く
）②

５
年
度
市
民
税
の
非
課
税
ま
た

は
減
免
③
個
人
事
業
税
・
固
定

資
産
税
の
減
免
④
国
民
年
金
の

掛
金
の
減
免
⑤
国
民
健
康
保
険

税
の
減
免
⑥
児
童
扶
養
手
当
の

受
給
⑦
生
計
を
一
に
す
る
全
員

の
収
入
金
額（
令
和
４
年
分
）が

認
定
基
準
以
下

　
※
５
年
中
に
収
入
が
減
少
す

る
な
ど
し
て
家
計
が
急
変
し
た

家
庭
に
つ
い
て
は
、
同
年
の
収

入
状
況
に
よ
り
判
定
し
ま
す
。

l
同
課
学
事
係
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
７
９

高
齢
者

・
福
祉

障
害
児
者
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

パ
レ
ー
ド

　
市
内
の
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
通
っ
て
い
る
障
害
の
あ

る
こ
ど
も
や
卒
業
し
た
青
年
達

が
、
手
作
り
の
衣
装
を
着
て
市

内
を
パ
レ
ー
ド
す
る
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
地
域
の
方
々
と
の
ふ
れ

合
い
を
通
じ
て
障
害
の
あ
る
こ

ど
も
や
青
年
達
へ
の
理
解
を
広

げ
、
地
域
で
生
活
し
て
い
く
た

め
の
土
壌
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
パ
レ
ー
ド
を
見
か
け

た
ら
気
軽
に「
ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
！
」と
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。

a
１０
月
２５
日
㈬
午
後
４
時
１５
分

～
４
時
４５
分（
予
定
）

b
市
役
所
～
東
久
留
米
駅
西
口

の
間

l
市
障
害
児
者
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ

レ
ー
ド
実
行
委
員
会（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
か
る
が
も
花
々
会
）委
員

長
・
加
辺
☎
０４２
・
４
７
７
・
６

４
９
２認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー 

養
成
講
座

　
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、

認
知
症
の
方
や
ご
家
族
を
あ
た

た
か
い
目
で
見
守
る「
応
援
者
」

と
し
て
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
講

座
を
受
講
し
ま
せ
ん
か
。
認
知

症
の
予
防
方
法
も
一
緒
に
学
び

ま
す
。

a
１１
月
１５
日
㈬
午
後
２
時
～
３

時
半（
１
時
半
か
ら
受
け
付
け
）

b
中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
第
３

・
４
会
議
室

c
認
知
症
の
正
し
い
理
解
や
接

し
方
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
で

き
る
こ
と
な
ど
。
受
講
修
了
者

に
は
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
カ

ー
ド
」を
差
し
上
げ
ま
す

e
市
内
在
住
・
在
勤
で
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講

し
た
こ
と
の
な
い
方

f
先
着
３５
人

j
中
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
主
催

k
１０
月
１６
日
㈪
～
１１
月
８
日
㈬

に（
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）、

電
話
で
中
部
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
。
手
話
通
訳
が
必
要

な
方
は
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
o
番
号
を
記
入
の
上
、
o

で
送
信
を

l
同
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０４２
・
４
５
１
・
５
１
２
１
、

o
０４２
・
４
５
１
・
５
１
２
３

さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

機
能
回
復
訓
練 

利
用
者
募
集

利
用
期
間
初
回
利
用
か
ら
６
カ

月
間

c
▼
運
動
療
法
個
別
指
導（
家

族
も
含
む
）▼
補
装
具（
車
い
す
、

下
肢
装
具
、
つ
え
な
ど
）の
製

作
・
修
理
の
相
談
、
使
用
練
習

▼
整
形
外
科
医
師
相
談

e
次
の
①
～
③
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
方
①
市
内
在
住
で
１５
歳

～
６４
歳
の
方
②
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
対
象
で
な
い
方
③

医
療
行
為
を
終
え
症
状
が
安
定

し
、
在
宅
で
訓
練
を
継
続
す
る

た
め
の
指
導
を
希
望
す
る
方

f
若
干
名（
随
時
募
集
中
）

k
l
同
セ
ン
タ
ー
☎
０４２
・
４
７

７
・
２
７
１
１（
平
日
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）

市n

l管理課管理調整担当☎０４２・４７０・７７６４
駅前放置自転車クリーンキャンペーン

東第２　定期
自転車・原付

臨時西第２
定期　自転車
（R6.3末に閉鎖予定）

西第9
定期　自転車

（R6.3末に閉鎖予定）

西口第1
定期　自転車・原付
一時　自転車・原付

西第10　定期　原付
西第10　一時　自転車

N

は自転車等放置禁止区域です

至池袋至池袋

至所沢至所沢
黒目川黒目川

東
久
留
米
駅

東
久
留
米
駅

※�東久留米駅周辺は自転車等放置禁止区域に指定さ
れています。自転車等駐車場およびバスなどの利
用や徒歩での移動にご協力ください。

表　開放教室一覧

学校名 開放教室 定員 椅子・机の
有無

第一小学校 第２音楽室 ４０人 有
第三小学校 プレイルーム ５０人 無
第九小学校 視聴覚室 ４０人 無

神宝小学校
なのはな学級
スマイルルーム ２０人 有

家庭教室 ４０人 有

久留米中学校
会議室 ４０人 有
多目的室 １００人 有

東中学校 図書室 ４０人 有
西中学校 図書室 ４０人 有
南中学校 茶道室 ３０人 無
大門中学校 図書室 ４０人 有

中央中学校
第２音楽室 ４０人 有
図書室 ４０人 有

5．10．15 4

凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール

高齢者・福祉こどもと教育



が
受
け
ら
れ
ま
す
。

c
▼
給
付
事
業
＝
慶
弔
給
付

（
祝
い
金
・
保
険
金
・
弔
慰
金
）

な
ど
▼
健
康
維
持
・
増
進
事
業

＝
人
間
ド
ッ
ク
・
健
康
診
断
の

補
助
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
の
補
助
な
ど
▼
自
己
啓
発

・
余
暇
活
動
支
援
事
業
＝
講
座

な
ど
の
受
講
料
補
助
、
国
内
旅

行
補
助（
宿
泊
、
日
帰
り
）遊
園

地
な
ど
の
フ
リ
ー
パ
ス
割
引
券

販
売
な
ど
▼
生
活
支
援
事
業
＝

生
活
用
品
な
ど
の
あ
っ
せ
ん

　
※
事
業
の
詳
細
は
同
会
n
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

e
①
市
内
中
小
企
業
の
従
業
員

と
事
業
主
②
市
内
在
住
で
市
外

の
中
小
企
業
の
従
業
員（
企
業

所
在
市
区
町
村
に
、
勤
労
市
民

共
済
会
と
目
的
を
一
に
す
る
会

な
ど
が
な
い
こ
と
）③
市
内
の

社
会
福
祉
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

医
療
法
人
の
勤
労
者
④
市
内
の

公
共
お
よ
び
公
共
的
団
体
の
臨

時
職
員
・
嘱
託
職
員
⑤
市
内
在

住
で
中
小
企
業
以
外
に
勤
務
す

る
短
時
間
労
働
者
で
、
勤
労
市

民
共
済
会
の
事
業
に
賛
同
し
入

会
を
希
望
す
る
方
な
ど

g
入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費

月
７
０
０
円

k
l
電
話（
☎
０４２
・
４
７
０
・

７
７
７
７〈
内
線
４
９
５
０
・

４
９
５
１
〉）ま
た
は
同
会
窓
口

（
市
役
所
５
階
）へ

同会n

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金 

支
え
合
い
の
地
区
づ
く
り

助
成
金

　
支
え
合
い
の
居
場
所
づ
く
り

活
動
の
運
営
費
を
助
成
し
ま
す
。

社
協
と
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
り

「
安
心
と
心
ゆ
た
か
な　
み
ん

な
の
ふ
く
し
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
る
た
め
の
助
成
金
で
す
。

登
録
要
件
な
ど
詳
細
は
市
社
会

福
祉
協
議
会
n
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

e
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
登
録

す
る
ミ
ニ
デ
イ
ホ
ー
ム（
高
齢

者
、
障
が
い
者
）、
子
育
て
サ

ロ
ン
、
み
ん
な
の
サ
ロ
ン（
登

録
要
件
あ
り
）

受
付
期
間
通
年

助
成
額
活
動
の
実
績
に
基
づ
き

決
定

上
限
額
▼
ミ
ニ
デ
イ
ホ
ー
ム
・

子
育
て
サ
ロ
ン
＝
年
間
１３
万
円

ま
で
▼
み
ん
な
の
サ
ロ
ン
＝
年

間
５
万
円

　
※
新
規
立
ち
上
げ
は
別
途
２

万
円
。

l
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
０４２
・

４
７
５
・
０
７
３
９

住
環
境

１
１
９
番
通
報
が 

つ
な
が
り
に
く
く
な
っ
て 

い
ま
す

　
１
１
９
番
通
報
は
、
東
京
消

防
庁
管
内
の
多
摩
地
域
で
は
立

川
市
、
２３
区
で
は
千
代
田
区
に

あ
る
災
害
救
急
情
報
セ
ン
タ
ー

に
つ
な
が
り
、
現
場
に
近
い
消

防
隊
、
救
急
隊
へ
指
令
さ
れ
ま

す
。
現
在
、
１
１
９
番
通
報
受

付
件
数
は
、
過
去
最
高
の
昨
年

を
超
え
る
状
況
で
推
移
し
、
１

１
９
番
通
報
が
つ
な
が
り
に
く

い
時
間
帯
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

◎
１
１
９
番
通
報
が
つ
な
が
り

に
く
い
場
合
の
対
処
法

▼
通
報
時
は
、
つ
な
が
る
ま
で

自
分
か
ら
は
電
話
を
切
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
▼
東
久
留
米
消
防

署
・
新
川
出
張
所
で
も
２４
時
間

通
報
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
▼

緊
急
性
を
要
し
な
い
消
防
に
対

す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
１
１
９

番
通
報
で
は
な
く
東
久
留
米
消

防
署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

l
東
久
留
米
消
防
署
☎
０４２
・
４

７
１
・
０
１
１
９
、
新
川
出
張

所
☎
０４２
・
４
７
３
・
０
１
１
９

空
き
家
を
お
持
ち
の
方
へ

　
管
理
が
不
適
切
な
空
き
家
に

つ
い
て
、
市
へ
多
く
の
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
空
き
家

を
お
持
ち
の
方
は
、
樹
木
の
剪

定
や
建
物
の
修
繕
な
ど
、
適
切

な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
法
的
手
続
き
や
維

持
管
理
な
ど
、
各
分
野
の
専
門

団
体
と
協
定
を
結
び
、
空
き
家

の
専
門
相
談
窓
口
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
空
き
家
の
こ
と
で
お

困
り
ご
と
や
疑
問
が
あ
る
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
空
き
家
を
お
持
ち
の

方
と
、
利
活
用
を
希
望
さ
れ
る

方
を
つ
な
ぐ
仕
組
み「
東
久
留

米
市
空
き
家
バ
ン
ク
」を
設
置

し
て
い
ま
す
。
所
有
す
る
空
き

家
を
貸
し
た
い
・
売
り
た
い
方

は
、
空
き
家
を「
東
久
留
米
市

空
き
家
バ
ン
ク
」に
ご
登
録
く

だ
さ
い
。
市
は
そ
の
情
報
を
市

n
や「
全
国
版
空
き
家
バ
ン
ク
」

に
載
せ
、
広
く
一
般
に
提
供
し

ま
す
。
空
き
家
を
借
り
た
い
・

買
い
た
い
方
は
、「
東
久
留
米
市

空
き
家
バ
ン
ク
」で
ご
希
望
に

沿
う
物
件
を
探
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
空
き
家
を
お
持
ち
の
方
、

お
探
し
の
方
は
、
ぜ
ひ「
東
久

留
米
市
空
き
家
バ
ン
ク
」を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

j
空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て
、

物
件
の
調
査
・
交
渉
・
契
約
の

媒
介
は
、
市
と
協
定
を
結
ん
だ

団
体
に
所
属
す
る
宅
地
建
物
取

引
業
者
が
行
い
ま
す

l
環
境
政
策
課
生
活
環
境
係
☎

０４２
・
４
７
０
・
７
７
５
３市n

（空家等相談窓口）
市n

（空き家バンク）

お
知
ら
せ

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

募
集

◎「
東
久
留
米
市
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
国
家
構
想
総
合
戦
略

（
素
案
）」

　
「
東
久
留
米
市
ま
ち
・
ひ
と

・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」を

抜
本
的
に
改
訂
す
べ
く
、「
東
久

留
米
市
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
総
合
戦
略（
素
案
）」を

取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
な
ど
の
ご
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
１０
月
２３
日
㈪
～
１１
月

１３
日
㈪

閲
覧
方
法
期
間
中
に
、
市
政
情

報
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
１
階
）、

企
画
調
整
課（
同
４
階
）、
各
図

書
館
、
市
n
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す（
た
だ
し
、
各
施
設
の
閉

庁
日
・
休
館
日
を
除
く
）

提
出
方
法
期
間
中
に（
必
着
）、

「
東
久
留
米
市
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
総
合
戦
略（
素

案
）へ
の
意
見
」と
明
記
し
て
、

住
所
・
氏
名
・
年
代
・
ご
意
見

（
書
式
自
由
）を
記
入
の
上
、
〒

２０３
ー
８
５
５
５
、
市
役
所
企
画

調
整
課
宛
て
郵
送
、
o（
０４２
・

４
７
０
・
７
８
０
４
）、
m

（kikakucho
sei@

city.
higashikurum

e.lg.jp

）ま

た
は
同
課
窓
口
で
提
出
を
。
口

頭
で
の
ご
意
見
は
受
け
付
け
で

き
ま
せ
ん
。
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
ご
意
見
は
、
個
人
情
報
を
除

い
た
上
で
要
約
し
、
市
n
で
公

開
し
ま
す
。
ご
意
見
の
返
却
や

個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い

l
同
課
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７

０
２

市n

官
公
署

　
な
ど

東
京
病
院
フ
ェ
ス
タ 

２
０
２
３

a
１０
月
２８
日
㈯
午
前
１０
時
～
午

後
３
時

b
イ
オ
ン
ホ
ー
ル（
イ
オ
ン
モ

ー
ル
東
久
留
米
内
）

c
同
院
医
師
に
よ
る
健
康
相
談

・
お
薬
相
談
・
栄
養
相
談
・
骨

密
度
測
定
な
ど
。
参
加
賞
あ
り

g
無
料

k
当
日
会
場
で

l
同
院
事
務
部
管
理
課
☎
０４２
・

４
９
１
・
２
１
１
１

就
職
面
接
会
事
前
対
策 

セ
ミ
ナ
ー（
全
年
齢
対
象
）

　
１１
月
１６
日
㈭
に
清
瀬
市
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー（
ア
ミ
ュ
ー
ホ

ー
ル
）で
開
催
予
定
の
就
職
面

接
会
に
向
け
て
、
東
久
留
米
市

と
東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩

が
開
催
す
る
事
前
対
策
セ
ミ
ナ

ー
で
す
。

a
１１
月
７
日
㈫
午
後
２
時
～
４

時（
１
時
半
か
ら
受
け
付
け
）

b
市
役
所
７
階
７
０
１
会
議
室

c
採
用
の
プ
ロ
が「
深
掘
り
企

業
研
究
法
」を
伝
え
ま
す

e
仕
事
を
お
探
し
の
方

f
先
着
３０
人（
予
約
制
）

d
小
澤
明
人
氏（
人
事
採
用
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

j
詳
細
は
同
セ
ン
タ
ー
多
摩
n

を
ご
覧
く
だ
さ
い

k
１０
月
１６
日
㈪
午
前
９
時
か
ら

同
セ
ン
タ
ー
多
摩
n
ま
た
は
電

話
で

l
同
セ
ン
タ
ー
多
摩
☎
０４２
・
５

２
１
・
６
７
６
１

同センター
多摩n

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

a
c
①
１１
月
２７
日
㈪
午
後
２
時

～
４
時
が
面
接
対
策（
座
学
）②

２８
日
㈫
正
午
～
午
後
４
時
が
書

類
選
考
対
策（
個
別
、
１
人
当

た
り
５０
分
程
度
）③
２９
日
㈬
午

後
２
時
～
４
時
が
面
接
対
策

（
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
）

b
市
役
所
１
階
市
民
プ
ラ
ザ
ホ

ー
ル

e
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

f
①
３０
人
②
１６
人
③
８
人（
い

ず
れ
も
予
約
制
・
先
着
順
）

g
無
料

h
筆
記
用
具
、
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証

k
電
話
で
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

受
付
セ
ン
タ
ー
☎
０３
・
５
２
２

６
・
９
９
４
７
へ

l
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
三
鷹
職
業
相

談
窓
口
☎
０
４
２
２
・
４
７
・

８
６
１
７

食
品
衛
生
実
務
講
習
会 

（
Ａ
）

a
１１
月
８
日
㈬
午
後
２
時
～
４

時b
小
平
市
民
文
化
会
館（
ル
ネ

こ
だ
い
ら
）大
ホ
ー
ル（
小
平
市

美
園
町
１
ー
８
ー
５
）

c
食
中
毒
予
防（
カ
ン
ピ
ロ
バ

ク
タ
ー
、
ア
ニ
サ
キ
ス
対
策
）

他e
食
品
等
事
業
者
お
よ
び
そ
の

関
係
者（
一
般
の
方
も
受
講
可
）

h
筆
記
用
具

j
車
い
す
席
や
手
話
通
訳
の
希

望
な
ど
が
あ
る
場
合
は
１０
月
２５

日
㈬
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

k
当
日
会
場
で

l
多
摩
小
平
保
健
所
生
活
環
境

安
全
課
食
品
衛
生
担
当
☎
０４２
・

４
５
０
・
３
１
１
１

勤
労
市
民
共
済
会 

新
規
会
員
募
集

　
市
勤
労
市
民
共
済
会
は
、
会

費
や
市
補
助
金
を
主
な
財
源
と

し
て
、
中
小
企
業
勤
労
者
、
公

共
お
よ
び
公
共
的
団
体
の
嘱
託

職
員
や
臨
時
職
員
、
短
時
間
労

働
者
等
の
皆
さ
ん
に
総
合
的
な

福
利
厚
生
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
公
益
的

な
団
体
で
す
。
慶
弔
給
付
金
や

遊
園
地
等
の
割
引
券
購
入
を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス

会 員 募 集
◆ソフトボール（スローピッチ）（東久
留米ファイターズ）＝a毎週火曜日午
後 ３時～ ５時半b南町運動広場g入会
金１，０００円、会費年６，０００円j年齢男女
不問。切磋琢磨、和気あいあいプレー
を楽しんでいますl宝崎☎０９０・９３２３
・８１５９
◆体操（白山体操クラブ）＝a毎日午前
９時～１０時（雨天中止、年末年始休み）
b白山公園g会費年１，２００円j見学・
体験歓迎。３０年続いているクラブです。
楽しくみんなで練功体操l上岸☎０４２
・４７５・７５５７
◆東久留米市ラジオ体操クラブ＝a毎
日午前 ６時２０分～ ６時５０分（雨天中止）
bイオンモール東久留米店駐車場g会
費年１，２００円jラジオ体操で心と身体
の健康増進。日曜も実施。初心者大歓
迎ですl久保☎０４２・４６４・２７１４
◆健康野球ブラックキャッツ＝a毎週
木曜日午前 ８時半～正午b滝山球場g
会費月１，０００円他j青春時代プレーを
した人々が集まり投攻走守と紅白戦を

楽しんでいますl佐藤☎０９０・８００６・
７８２３
◆東久留米ペン習字会＝a第 １・第 ３
月曜と水曜日午前１０時～正午他b生涯
学習センターg入会金５００円、会費月
２，８００円他jボールペン、つけペン。
初級から上級までl河端☎０４２・４７５・
８４５５

催 し
◆フードパントリーin市民プラザ（東
久留米フードパントリーひよこ実行委
員会）＝a１１月１８日㈯午後 １ 時～ ３ 時
b市民プラザホール（市役所 １階）j生
活に必要な食品を配布。駅掲示板や公
共施設配置チラシを。要予約。数限定
l古谷☎０８０・２００７・３５５８
◆家事家計講習会（東京第一友の会南
沢方面）＝a１１月 ３ 日 午前１０時～
正午b自由学園みらいかんg資料代
３００円j家計簿記帳で自由な人生を手
に入れよう。 １ 歳以上託児有３００円l
藤岡☎０９０・２６７１・１７９７

市 民 伝 言 板
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お知らせ 官公署など住環境
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